
小谷道路部分供用による安心・安全が向上

・幅員狭小による大型車のすれ違いが困難であったが、車道幅員・路肩の
拡幅整備を行い、平成２３年１２月に整備区間のうち700mを部分供用した。

・急カーブや急勾配が改善され、降雪が多かった供用後においても、通行
止め等の回数が大きく減少した。
・降雪量：供用前857cm/年（Ｈ14～H22平均）→供用後967cm/年（H23～Ｈ24平均）⇒ 1.1倍
・通行止め規制回数：供用前8.8回（Ｈ14～H22平均）→供用後4.5回（H23～Ｈ24平均）⇒ 半 減

・部分供用により旅行速度が約10km/h向上した。

・道路利用者も、混雑解消・緩和や安全性の向上を高く評価。
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○ 部分供用区間における旅行速度の向上

【供用前】調査日:H21.12.19（10時台） 天候:小雪 路面:シャーベット状
【供用後】調査日:H24.1.11 （10時台） 天候:雪 路面:シャーベット状

H18迄 供用済区間H23.12供用区間+整備中区間

＋10km/h 向上

ほぼ変化なし

⑤交通円滑化⑤交通円滑化 長野県長野県 一般国道148号 小谷道路一般国道148号 小谷道路 平成２３年１２月１０日開通平成２３年１２月１０日開通
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降雪量：観測点：小谷（気象庁）※12月～3月の降雪量を対象としている

通行止め規制時間
が大きく減少

○ 北小谷地域の冬期間における通行止め規制時間※
※渋滞時間を含む
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道幅が広がり、安全性が向上した

急ｶｰﾌﾞがなくなり、安全性が向上した

急勾配がなくなり、安全性が向上した

急ﾊﾝﾄﾞﾙ・急ﾌﾞﾚｰｷ操作が少なくなった

急ｶｰﾌﾞがなくなり、速度があがった
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○ H23.12供用区間に対する道路利用者の評価（アンケート調査）

当該区間の道路利用者
は、線形不良の改善に
よる、安全性の向上を
高く評価している。

【アンケート対象者】
周辺住民：長野県小谷村
ﾄﾗｯｸﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ：富山県･石川県

（ﾄﾗｯｸ協会）

※複数回答可

Ｑ.「スムーズな交通の確保」の観点から、部分供用区間に対する評価をお答え下さい。

周辺住民
（回答者数：141人）

ﾄﾗｯｸﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ
（回答者数：150人）

写真①：急勾配区間を通過する車両

：供用前
：供用後

橋梁新設により
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写真②：大型車のスリップ･事故･渋滞

おたり どうろ

9.0

整備前：7.0m

整備後：9.0m

【車道部】

整備前：0.5m

整備後：2.0m

【路肩(山側)】

整備前：0.5m

整備後：1.0m

【路肩(谷側)】

2.01.0

整備前

ＪＲ大糸線

路肩が0.5ｍと狭く、
車道部が7.0ｍ

車道部

単位：ｍ

道路敷

路肩を1.0～2.0ｍ、
車道部は9.0ｍに拡幅

整備後

写真③：線形不良箇所の解消
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写真②

写真③


